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乳がん ３ 看取り １
ストーマ・スキンケア ２ 褥瘡 ２
心不全 ４ 感染予防 ２
経管栄養 １ 認知症 １
呼吸 １ 脳卒中 １
食事療法 ２ 移動・移乗 １
合計　21回
表１　押しかけ勉強会の内容及び回数
281 内部　孝子・脇田　和子・河瀬　裕子
り理解することができた」など《映像や写真の活用
による関心の深まり》を感じ、《実技等の体験学習
で学び》を得ていた。
２）【言葉や内容への理解不足】
　「押しかけ勉強会」で訪問する施設は、医師や看
護師が中心の開業医、看護師のみの訪問看護などの
施設、それに加えて介護福祉職などの多職種が働く
施設がある。急性期病院での看護実践や知識の伝達
は、多職種が働く福祉施設では、「ヘルパー職には
難しいところがあった」や「専門用語があり難しさ
があった」と医療用語が多く含まれる内容に《言葉
や内容への理解不足》を感じ、《職種による理解の差》
があった。
３）【ケアの振り返りと今後への活用】
　押しかけ勉強会の参加について、「いろいろな方
向へ目を向けスキルアップできるようにしたい」と
《多様な支援に向けてスキルアップしたい気持ち》
をもっていた。また、勉強会の内容について「日頃、
実施できることがわかり、ケアに取り入れたい」と
ケアに活かしたい思いや「知っておくと必要時情報
提供できる」と予備知識をもち、《今後のケアへの
活用》を考えていた。さらに、「今一度、理解を深
めることができた」、「寝たきりにしているのが自分
たちだと気づいた」と日常の《自分たちのケアを振
り返り、再学習の機会》と感じていた。また、乳が
んやスキンケアがテーマの勉強会では、《自分自身
の自己管理への活用》として「積極的に自己検診し
たい」「自分自身のためにも有益だった」と研修参
加者自身のこととして内容に興味をもっていた。
４）【押しかけ勉強会継続の希望】
　参加者は、当院から自施設に押しかけてこられる
ことに対して、「知らないことが学べてよかった」
と《新たな情報取得の機会》と感じ、「急性期での
取り組みを知ることができた」と「急性期病院の治
療・看護を知る機会」ととらえ、「命の終りについ
てもっと具体的に詳細に知りたい」、「生活習慣病予
防などの話を聞きたい」と《今後も継続したおしか
け勉強会の実施を希望》していた。
５）【勉強会を通した連携の深まり】
　当院との連携については、「このような形で連携
していけることが心強い」「教えていただけるつな
がりが出来た」と勉強会をきっかけとして《病院と
の連携感の高まり》を感じていた。しかし、「もっ
と簡単な連携方法を見つけてほしい」や「文書をい
ただくと開催目的の趣旨がわかる」など勉強会とい
う形式ではない《連携方法の充実の要望》や押しか
け勉強会の《開催目的の提示》など目的が十分に伝
わっていないと感じている参加者もいた。
Ⅴ　考　察
　「押しかけ勉強会」は、当院からの提案で地域の
医療福祉施設に押しかけていく勉強会である。これ
まで、この取り組みについて受け身である対象施設
からの評価について明確にしてこなかった。今回の
調査から、「押しかけ勉強会」を通して急性期病院
が知識の提供にとどまらず、ともに学び合う姿勢を
みせることで、「今後、相談がしやすい」等の連携
強化に向けた反応が得られ、概ね受け入れられてい
ることが明らかになった。これは、急性期病院が継
続する看護実践について情報提供を行い“地域と共
に”よりよいケアを提供したいという「押しかけ勉
強会」の目的が地域の医療福祉施設に伝わったため
と考えられる。近年、在院日数の短縮から、慢性疾
患を抱えて退院する高齢者も多く、医療やケアの継
続が重要である２）。「押しかけ勉強会」で新しい知
識を得て、自身のケアを振り返り、日常ケアに活用
する機会になったことで満足度の高い勉強会につな
がったと考えられた。これらのことから「押しかけ
勉強会」の実施は、急性期病院と地域の医療福祉施
設相互のニーズが合致していたと推測された。
　当初、「押しかけ勉強会」はただ単純に地域に出
かけていくことを目的としていたが、その後の経過
の中で看看連携を主体とするものに変化していっ
た。しかし、押しかける医療福祉施設によっては、
対象者は看護師だけでなく介護福祉職やリハビリ職
種など多職種にわたる。介護福祉職にとっては専門
用語があり難しいと感じているという今回の調査結
果から、医療用語が多く含まれる講義内容について
理解不足があると思われる。今後の課題として参加
対象者が複数の職種にまたがる勉強会の場合、計画
時に参加者のレディネスを把握することが必要であ
る。また、参加対象者の職種によって言葉や説明内
容の変更、映像や実技等の視覚や体感をとりいれる
工夫をすることで、参加対象者の理解につながり、
興味をひきだすことになると考える。
　療養支援では、それぞれの医療介護福祉施設の得
意・不得意なケア、特殊性、施設の実情を認識し、
施設の状況に合わせて入院中のケアの方法を変化さ
せていく必要がある４）。地域へ押しかけていくこと
は、「看護実践について情報提供を行う」ばかりで
なく　医療の機能分化により互いの役割分担につい
て確認していくことや相互の理解を深めていくこ
と、成長し合う関係性の構築になる。
Ⅵ　結　語
　今回、当院からの提案で地域の医療福祉施設に押
282急性期病院が地域に行う押しかけ勉強会の評価
しかけていく「押しかけ勉強会」の評価を行った。
その結果、急性期医療や専門的知識を内容とした「押
しかけ勉強会」は、地域の医療福祉施設からの実施
継続が強く、連携の深まりを感じていた。今後の課
題として、参加対象者の理解や興味を引き出すには、
対象者のレディネスを把握し、職種によって内容や
言葉を工夫することが必要である。
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